
浜岡原子力発電所原子炉施設保安規定の
変更認可申請について

中部電力株式会社
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【令和５年７月１日付け浜岡原子力発電所総務部経理課の名称変更に伴う変更

及び被ばく管理用計測器の種類の変更に伴う変更】

資料１



1

目次

Copyr ight  © Chubu E lec t r i c  Power  Co. ,  Inc .  A l l  r igh ts  reserved.

１ 保安規定変更認可申請内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（１）令和５年７月１日付け浜岡原子力発電所総務部経理課の名称変更に伴う変更・・・・・・・
（２）被ばく管理用計測器の種類の変更に伴う変更・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・

参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（１）保安規定変更に対する設置許可整合性確認・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・
（２）保安規定変更に対する保安規定審査基準との整合性確認・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

p.2

p.3-4

p.5-11

p.12

p.13-23

p.24-32



2

１ 保安規定変更認可申請内容

本浜岡原子力発電所原子炉施設保安規定変更認可申請書における変更認可申請内容は以下のとおり。

（２）被ばく管理用計測器の種類の変更に伴う変更

放射性同位元素等の規制に関する法律施行規則の一部改正に伴い，被ばく管理用計測器の種類を電子式線
量計からガラスバッジに変更する予定である。
本変更に伴い，保安規定第１編及び第２編の関連条文を変更する。
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（１）令和５年７月１日付け浜岡原子力発電所総務部経理課の名称変更に伴う変更

新しい会計及び調達システムの運用開始による経理業務の効率化並びに本店への経理業務及び要員集中化の
ため，令和５年７月１日付けで組織改定を行う予定である。これにより，浜岡原子力発電所総務部「経理課」の
名称を「資材調達課」に変更する。
本変更に伴い，発電所の保安に関する組織の部署名が一部変更となることから，保安規定第１編及び第２編
の関連条文を変更する。
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（１）令和５年７月１日付け浜岡原子力発電所総務部経理課の名称変更に伴う変更

【変更内容】
保安規定第１編及び第２編の第４条及び第５条の「経理課長」を「資材調達課長」に変更する。

赤下線は，本変更認可申請における変更箇所を示す。

変更前 変更後

＜第１編及び第２編＞
第４条（保安に関する組織）

経理課長 資材調達課長

＜第１編＞
第５条（保安に関する職務）

・総務部長は，経理課長の所管する
業務を統括する。
・経理課長は，調達に関する業務を行う。

・総務部長は，資材調達課長の所管する
業務を統括する。
・資材調達課長は，調達に関する業務を行う。

＜第２編＞
第５条（保安に関する職務）

・総務部長は，経理課長の所管する
業務を統括する。
・経理課長は，廃止措置に係る調達に
関する業務を行う。

・総務部長は，資材調達課長の所管する
業務を統括する。
・資材調達課長は，廃止措置に係る調達に
関する業務を行う。

経理課の名称は上記のとおり変更となるが，保安規定上，同課の職務に変更はない。



Copyr ight  © Chubu E lec t r i c  Power  Co. ,  Inc .  A l l  r igh ts  reserved.4

（１）令和５年７月１日付け浜岡原子力発電所総務部経理課の名称変更に伴う変更

【変更理由】
新しい会計及び調達システムの運用開始による経理業務の効率化並びに本店への経理業務及び要員集中化のため，組織改
定を行い，経理課の部署名の変更及び業務分掌の見直しを行う。

組織改定前 組織改定後

部署名 経理課 資材調達課

所管業務

経理業務

・予算編成・統制及び報告
・会計整理及び決算
・出納
・決裁書審査，決裁事務手続
・税務調査・エネ庁監査に関する事項の取扱
・諸税

なし

（本店への経理業務の集中化に伴い廃止）

資材業務

・貯蔵品の管理
・物品の購入
・不要物品の売却
・工事・輸送の請負付託
・業務の委託契約，リース契約

・貯蔵品の管理
・物品の購入
・不要物品の売却
・工事・輸送の請負付託
・業務の委託契約，リース契約

資材調達課の所管業務から廃止される経理業務は「調達に関する業務」ではないため，第５条（保安に関する職務）の
規定のうち，部署名のみ変更し，保安に関する職務の変更は必要ない。
また，資材業務のうち青字で示す業務が，保安規定第５条（保安に関する職務）に規定する「調達に関する業務」である。



（２）被ばく管理用計測器の種類の変更に伴う変更
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【変更内容】

放射性同位元素等の規制に関する法律施行規則の一部改正に伴い，被ばく管理用計測器の種類を電子式線量計からガラス

バッジに変更するため，保安規定第１編第１００条及び第２編第５５条を以下のとおり変更する。
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変更前 変更後

＜第１編＞
第１００条
（放射線計測器類の
管理）

第１００条 放射線管理課長，廃棄物管理課
長及び電気保修課長は，表１００に定める放射
線計測器類について，同表に定める数量を確保す
る。また，定期的に点検を実施し機能維持を図る。
ただし，故障等により使用不能となった場合は，修
理又は代替品を補充する。

表１００ 放射線計測器類の管理

※１：１号炉及び２号炉の放射線計測器類と共
用で確保する数量

第１００条 放射線管理課長，廃棄物管理課
長及び電気保修課長は，表１００に定める放射
線計測器類について，同表に定める数量を確保す
る。また，定期的に点検を実施し機能維持を図る。
ただし，故障等により使用不能となった場合は，修
理又は代替品を補充する。

表１００ 放射線計測器類の管理

※１：１号炉及び２号炉の放射線計測器類と共
用で確保する数量

被ばく管理用計測器から電子式線量計に関する記載を削除する。第２編第５５条も同様の変更を実施する。

分類 計測器種類 数量 所管課長

被ばく管理用
計測器

ホールボディカウンタ １台※１ 電気保修課長

電子式線量計 １式※１ 放射線管理課長

分類 計測器種類 数量 所管課長

被ばく管理用
計測器

ホールボディカウンタ １台※１ 電気保修課長

赤下線は，本変更認可申請における変
更箇所を示す。



（２）被ばく管理用計測器の種類の変更に伴う変更
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【変更経緯】

「放射性同位元素等の規制に関する法律施行規則」の一部が改正され，令和５年１０月１日より，放射線業務従事者の外部被ばく
線量の測定について 「測定の信頼性を確保するための措置」が義務化される。（以下参照）

これにより，外部被ばくの測定に用いる評価用線量計は公益財団法人日本適合性認定協会の認定（以下，「ＪＡＢ認定」という）を
受けた測定サービス事業者の線量計を使用する必要がある。
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放射性同位元素等の規制に関する法律施行規則（令和5年10月1日施行）

（測定）
第二十条
２ 法第二十条第二項の放射線の量の測定は，外部被ばくによる線量及び内部被ばく（人体内部に摂取
した放射性同位元素からの放射線に被ばくすることをいう。以下同じ。）による線量について，次に定める
ところにより行う。（以下省略）
三 第一号の測定の信頼性を確保するための措置 を講じること。

JAB認定（詳細は次頁に記載）



（２）被ばく管理用計測器の種類の変更に伴う変更
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放射線障害予防規程に
定めるべき事項に関するガイド
（原子力規制委員会） １６頁 別紙「規則第２０条に係る測定の信頼性確保について」

JAB認定の
取得について
記載



（２）被ばく管理用計測器の種類の変更に伴う変更

Copyr ight  © Chubu E lec t r i c  Power  Co. ,  Inc .  A l l  r igh ts  reserved.8

変更前（現状） 変更後（令和5年10月１日以降）

評価用線量計 日管理用線量計 評価用線量計 日管理用線量計

EPD GB EPD

・浜岡原子力発電所では現在，放射線業務従事者の外部被ばく評価用線量計に電子式線量計
（以下，「ＥＰＤ」という）を使用している。
・ＥＰＤはＪＡＢ認定を受けた測定サービス事業者の線量計ではないため，令和５年１０月１日
以降は評価用線量計として使用できない。

令和５年１０月１日より評価用線量計としてガラスバッジ（以下，「ＧＢ」という）を導入する。

（ＥＰＤは 作業管理の観点で日管理用線量計として継続使用する。）



（２）被ばく管理用計測器の種類の変更に伴う変更
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変更前（現状） 変更後（令和5年10月１日以降）

評価用線量計 日管理用線量計 評価用線量計 日管理用線量計

EPD GB EPD

「評価用線量計」は第１編第９７条第２項及び第２編第５２条第２項に定める放射線業務従事者の実効線量及び等
価線量を評価する際に使用する計測器の一つ※であるため，第１編第１００条及び第２編第５５条でいう「放射線計測
器類」に該当する。
※ 他にホールボディカウンタが該当

他方，「日管理用線量計」は，作業管理の観点で運用する計測器であるため，第１編第１００条及び第２編第５５
条でいう「放射線計測器類」に該当しない。EPDは日管理用線量計のみの使用となるため、記載を削除する。

【変更の考え方】



（２）被ばく管理用計測器の種類の変更に伴う変更

Copyr ight  © Chubu E lec t r i c  Power  Co. ,  Inc .  A l l  r igh ts  reserved.10

変更前（現状） 変更後（令和5年10月１日以降）

評価用線量計 評価用線量計

EPD

当社が所有する線量計
GB

JAB認定を受けた
測定サービス事業者が
所有する線量計
（貸与品）

現状，評価用線量計である「EPD」に対し，放射線管理課が定期的な点検等を行い，必要な数量を確保している
ことから第１編第100条（第２編第55条）に「EPD」を記載している。
法令改正に伴い，評価用線量計は，JAB認定を受けた測定サービス事業者が提供する「GB」となり，測定サービス
事業者が点検及び校正を実施することになるため，第１編第100条（第２編第55条）に「GB」を記載しない
（放射線管理課による点検及び校正の対応はない）。
ＧＢは当社の所有品ではないが，今後ＧＢを運用するにあたり 保安規定第１編第３条（品質マネジメントシステム
計画）及び第２編第３条（品質マネジメントシステム計画）に紐づく社内規定に 従って業務を実施する。
なお，これらの考え方は既にJAB認定を受けた測定サービス事業者が提供する線量計を導入している他の事業者にお
いても同様である。



（２）被ばく管理用計測器の種類の変更に伴う変更
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当社におけるＧＢの管理業務は以下のとおり。

ＧＢの管理業務※

①ＧＢの発行依頼 ②ＧＢの使用
③使用後のＧＢの

測定依頼
④測定結果の確認

業務内容

放射線管理課が
測定サービス事業者へ
ＧＢを発注する。

放射線業務従事者が
ＧＢを使用する。
（配布，回収は放射線
管理課が実施する。）

使用後のＧＢを
測定サービス事業者へ
返却しＧＢの測定を
依頼する。

測定サービス事業者より
提出されたＧＢの
測定結果を確認する。

管理事項

・調達要求事項の明確化
→ 仕様書を作成する。

・調達製品の検証
→ ＪＡＢ認定を取得した
事業者であることを証明
書等により確認する。

・ＧＢ着用の義務化
→ 管理区域入域時は
ＧＢの着用を必須
とする。

・測定期間
→ ＧＢの測定は

1ヶ月毎に実施する。

・調達要求事項の明確化
→ 仕様書を作成する。

・測定結果の確認と通知
→ 社員の測定結果は，
放射線管理課長が
被ばく線量を評価する。
協力会社の従業員の
測定結果は各社へ通知
し，各社が評価し，放射
線管理課長へ報告する。

※ ＧＢの管理業務は協力会社分も当社が取りまとめて実施する



参考資料
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変更後保安規定目次
設置許可記載有無

（〇：有り －：無し）

保安規定変更有無

（〇：有り －：無し）
設置許可との整合性

第３章 体制及び評価

第１節 保安管理体制

第４条 保安に関する組織
○

（本文十一号）
○

本文十一号（5.5責任，権限及びコミュニケーション）において，組織の責任と権限を明確化する旨記載されており，

保安規定記載はこれに整合している。

添付書類五，八に記載はなく，添付書類五，八と保安規定記載に齟齬はない。

第５条 保安に関する職務
○

（本文十一号）
○

本文十一号（5.5責任，権限及びコミュニケーション）において，組織の責任と権限を明確化する旨記載されており，

保安規定記載はこれに整合している。

添付書類五に記載はなく，添付書類五と保安規定記載に齟齬はない。

第７章 放射線管理

第１００条 放射線計測器類の管理 ○

（本文五号,九号）

（添付書類八,九）

○

本文五号,九号，添付書類八（11.2放射線管理設備），添付書類九（2.5個人被ばく管理）に記載があり，保

安規定記載はこれらに整合している。

【第１編】
保安規定第１編及び第２編と設置許可との整合性を以下に示す。

（１）保安規定変更に対する設置許可整合性確認

変更後保安規定目次
設置許可記載有無

（〇：有り －：無し）

保安規定変更有無

（〇：有り －：無し）
設置許可との整合性

第３章 保安管理体制

第４条 保安に関する組織
○

（本文十一号）
○

本文十一号（5.5責任，権限及びコミュニケーション）において，組織の責任と権限を明確化する旨記載されており，

保安規定記載はこれに整合している。

添付書類五，八に記載はなく，添付書類五，八と保安規定記載に齟齬はない。

第５条 保安に関する職務
○

（本文十一号）
○

本文十一号（5.5責任，権限及びコミュニケーション）において，組織の責任と権限を明確化する旨記載されており，

保安規定記載はこれに整合している。

添付書類五に記載はなく，添付書類五と保安規定記載に齟齬はない。

第７章 放射線管理

第５５条 放射線計測器類の管理 ○

（本文五号,九号）

（添付書類八,九）

○

本文九号，添付書類八（11.3.4個人被ばく測定器）及び添付書類九（7.5放射線計測器の保守,8.2被ばく線

量の測定評価）に記載があり，保安規定記載はこれらに整合している。

本文五号に被ばく管理用計測器に係る記載はなく，本文五号と保安規定記載に齟齬はない。

【第２編】
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【第１編】
保安規定条文（変更後） 設置許可記載 設置許可との整合性説明

（保安に関する組織）
第４条 発電所の保安に関する組織は，図４のとおりとする。
［中略］

図４(2) 保安に関する組織（浜岡原子力総合事務所及び発電所）

［本文］

十一 発電用原子炉施設の保安のための業務に係る品質管理に必

要な体制の整備に関する事項

5.5 責任，権限及びコミュニケーション

5.5.1 責任及び権限

社長は，部門及び要員の責任及び権限並びに部門相互間

の業務の手順を定めさせ，関係する要員が責任を持って業務

を遂行できるようにする。

5.5.2 品質マネジメントシステム管理責任者

社長は，品質マネジメントシステムを管理する責任者に，次に

掲げる業務に係る責任及び権限を与える。

(1) プロセスが確立され，実施されるとともに，その実効性が維

持されているようにする。

(2) 品質マネジメントシステムの運用状況及びその改善の必要

性について社長に報告する。

(3) 健全な安全文化を育成し，及び維持することにより，原子

力の安全の確保についての認識が向上するようにする。

(4) 関係法令を遵守する。

5.5.3 管理者

(1) 社長は，次に掲げる業務を管理監督する地位にある者

（以下「管理者」という。）に，当該管理者が管理監督する

業務に係る責任及び権限を与える。

a. 個別業務のプロセスが確立され，実施されるとともに，そ

の実効性が維持されているようにする。

b. 要員の個別業務等要求事項についての認識が向上する

ようにする。

c. 個別業務の実施状況に関する評価を行う。

d. 健全な安全文化を育成し，及び維持する。

e. 関係法令を遵守する。

(次頁続く)

・本文十一号（5.5責任，権限及びコミュニ

ケーション）において，組織の責任及び権限

を明確化する旨の記載がある。

保安規定条文（変更後）の第４条（保安

に関する組織）及び第５条（保安に関する

職務）の記載は，組織改定後の発電所の

組織に合わせて規定（変更）しており，本

文十一号と整合している。

（１）保安規定変更に対する設置許可整合性確認
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【第１編】

保安規定条文（変更後） 設置許可記載 設置許可との整合性説明

（保安に関する職務）

第５条 職務については，以下に定める保安に関する職務のほか，会社規程である組織管

理規程に従って行う。

２ ［略］

３ ［略］

４ 保安に関する職務のうち，発電所組織の職務は次のとおり。

(1) 発電所長（以下「所長」という。）は，保安に関する業務を統括する。

(2)～(5) ［略］

(6) 総務部長は，資材調達課長の所管する業務を統括する。

(7) 資材調達課長は，調達に関する業務を行う。

［以下，略］

(2) 管理者は，(1)の責任及び権限の範囲において，原子力
の安全のためのリーダーシップを発揮し，次に掲げる事項を
確実に実施する。

a. 品質目標を設定し，その目標の達成状況を確認するた
め，業務の実施状況を監視測定する。

b. 要員が，原子力の安全に対する意識を向上し，かつ，
原子力の安全への取組を積極的に行えるようにする。

c. 原子力の安全に係る意思決定の理由及びその内容を，
関係する要員に確実に伝達する。

d. 常に問いかける姿勢及び学習する姿勢を要員に定着さ
せるとともに，要員が，積極的に原子炉施設の保安に関
する問題の報告を行えるようにする。

e. 要員が，積極的に業務の改善に対する貢献を行えるよう
にする。

(3) 管理者は，管理監督する業務に関する自己評価を，あら
かじめ定められた間隔で行う。

5.5.4 組織の内部の情報の伝達
社長は，保安に関する組織の内部の情報が適切に伝達される
仕組みが確立されているようにするとともに，品質マネジメントシス
テムの実効性に関する情報が確実に伝達されるようにする。

(次頁続く)

（１）保安規定変更に対する設置許可整合性確認
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【第１編】

保安規定条文（変更後） 設置許可記載 設置許可との整合性説明

［添付書類］
添付書類五
－（記載なし。※１）

※１：添付書類五において，組織に関する記載はあるが，当該
の設置変更許可時点の記載となっているため，「記載な
し。」としている。

添付書類八
－（記載なし。※２）

※２：添付書類八において，保安管理体制に関する記載はある

が，当該の設置変更許可時点の記載となっているため，

「記載なし。」としている。

・添付書類五に記載はなく，保安規定条文

（変更後）の第４条（保安に関する組

織）及び第５条（保安に関する職務）の

記載は，添付書類五と齟齬はない。

・添付書類八に記載はなく，保安規定条文

（変更後）の第４条（保安に関する組

織）の記載は，添付書類八と齟齬はない。

（１）保安規定変更に対する設置許可整合性確認
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【第１編】

保安規定条文（変更後） 設置許可記載 設置許可との整合性説明

（放射線計測器類の管理）

第１００条 放射線管理課長，廃棄物管理課長及び電気保修課長は，表１００に定め

る放射線計測器類について，同表に定める数量を確保する。また，定期的に点検を実施

し機能維持を図る。ただし，故障等により使用不能となった場合は，修理又は代替品を

補充する。

表１００ 放射線計測器類の管理

※１：１号炉及び２号炉の放射線計測器類と共用で確保する数量

※２：管理区域外測定用の５台を含む。

※３：廃棄物減容処理装置建屋（第１建屋），廃棄物減容処理装置建屋

（第２建屋）及びキャスク置場建屋のエリア放射線モニタ計１９台を含む。

［本文］
五 原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備
チ 放射線管理施設の構造及び設備
（イ）屋内管理用の主要な設備の種類
（１）放射線管理関係設備

管理区域への出入管理・汚染の管理，放射線業務従事者等
の個人被ばく管理，放射能分析業務等を行うため，出入管理
関係設備，個人管理用測定設備・測定機器（1 号，2 号，
3 号，4 号及び5 号炉共用，一部既設），試料分析関係
設備等を設ける。

九 発電用原子炉施設における放射線の管理に関する事項
イ 核燃料物質及び核燃料物質によって汚染された物による放射線
被ばくの管理の方法

(5) 個人被ばく管理
放射線業務従事者の個人被ばく管理は，線量を測定評価する
とともに定期的及び必要に応じて健康診断を実施し，身体的状態
を把握することによって行う。
なお，放射線業務従事者以外の者で管理区域に一時的に立ち
入る者については，外部被ばくによる線量当量の測定等により管理
を行う。

(次頁続く)

・本文五号((1)放射線管理関係設備)にお
いて，放射線業務従事者等の個人被ばく管
理を行うため，個人管理用測定設備・測定
機器を設ける旨記載されており，事業者で定
期的な点検等を行い，必要な数量を確保す
る場合は保安規定（第100条）に記載する。
今後は保安規定第3条（品質マネジメントシ
ステム計画）に紐づく社内規定に詳細な管理
の方法を規定し，管理をしていくことから整合
している。

・本文九号（(5) 個人被ばく管理）において，

個人被ばく管理として線量を測定評価する旨

記載されており，保安規定に基づき引き続き

線量評価は実施していくことから整合している。

（１）保安規定変更に対する設置許可整合性確認
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【第１編】

保安規定条文（変更後） 設置許可記載 設置許可との整合性説明

［添付書類］
添付書類八
11.放射線防護設備及び放射線管理設備
11.2 放射線管理設備
11.2.3 主要設備
(3)個人管理用測定設備及び測定機器
個人の線量当量管理のため，外部放射線に係る線量当量を
測定する熱蛍光線量計，警報付ディジタル線量計等及び内部
被ばくによる線量当量を評価するためホールボディカウンタ等を備え
る。（1 号，2 号，3 号，4 号及び5 号炉共用，一部既
設）

添付書類九
2.発電所の放射線管理
2.5 個人被ばく管理
管理区域に立ち入る者の個人被ばく管理は，線量を常に測定評
価するとともに定期的及び必要に応じて健康診断を実施し，身体的
状態を把握することによって行う。
なお，請負業者の放射線業務従事者の個人被ばく管理について
は，「実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則」に定められ
るものについて，当社の放射線業務従事者に準じて扱う。
（中略）

(3) 線量の管理
放射線業務従事者の線量が線量限度を超えないよう被ばく管
理上必要な措置を講ずる。
a. 外部被ばくによる線量の測定
外部被ばくによる線量当量の測定は，原則として次のように行う。
(a) 放射線業務従事者には，管理区域内において，電子式
線量計等の線量測定器を着用させ測定を行う。

・添付書類八において，「外部放射線に係る
線量当量を測定する熱蛍光線量計，警報
付ディジタル線量計等及び内部被ばくによる線
量当量を評価するためホールボディカウンタ等を
備える。」ことが記載されており，事業者で定
期的な点検等を行い，必要な数量を確保す
る場合は保安規定（第100条）に記載する。
今後は保安規定第3条（品質マネジメントシ
ステム計画）に紐づく社内規定に詳細な管理
の方法を規定し，管理をしていくことから整合
している。

・添付書類九において，「(a) 放射線業務従
事者には，管理区域内において，電子式線
量計等の線量測定器を着用させ測定を行
う。」ことが記載されており，事業者で定期的
な点検等を行い，必要な数量を確保する場
合は保安規定（第100条）に記載する。今
後は保安規定第3条（品質マネジメントシス
テム計画）に紐づく社内規定に詳細な管理の
方法を規定し，管理をしていくことから整合し
ている。

（１）保安規定変更に対する設置許可整合性確認
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【第２編】

保安規定条文（変更後） 設置許可記載 設置許可との整合性説明

（保安に関する組織）
第４条 発電所の保安に関する組織は，図４のとおりとする。
［中略］

図４(2) 保安に関する組織（浜岡原子力総合事務所及び発電所）

［本文］

十一 発電用原子炉施設の保安のための業務に係る品質管理に必

要な体制の整備に関する事項

5.5 責任，権限及びコミュニケーション

5.5.1 責任及び権限

社長は，部門及び要員の責任及び権限並びに部門相互間

の業務の手順を定めさせ，関係する要員が責任を持って業務

を遂行できるようにする。

5.5.2 品質マネジメントシステム管理責任者

社長は，品質マネジメントシステムを管理する責任者に，次に

掲げる業務に係る責任及び権限を与える。

(1) プロセスが確立され，実施されるとともに，その実効性が維

持されているようにする。

(2) 品質マネジメントシステムの運用状況及びその改善の必要

性について社長に報告する。

(3) 健全な安全文化を育成し，及び維持することにより，原子

力の安全の確保についての認識が向上するようにする。

(4) 関係法令を遵守する。

5.5.3 管理者

(1) 社長は，次に掲げる業務を管理監督する地位にある者

（以下「管理者」という。）に，当該管理者が管理監督する

業務に係る責任及び権限を与える。

a. 個別業務のプロセスが確立され，実施されるとともに，そ

の実効性が維持されているようにする。

b. 要員の個別業務等要求事項についての認識が向上する

ようにする。

c. 個別業務の実施状況に関する評価を行う。

d. 健全な安全文化を育成し，及び維持する。

e. 関係法令を遵守する。

(次頁続く)

・本文十一号（5.5責任，権限及びコミュニ

ケーション）において，組織の責任及び権限

を明確化する旨の記載がある。

保安規定条文（変更後）の第４条（保安

に関する組織）及び第５条（保安に関する

職務）の記載は，組織改定後の発電所の

組織に合わせて規定（変更）しており，本

文十一号と整合している。

（１）保安規定変更に対する設置許可整合性確認
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【第２編】

保安規定条文（変更後） 設置許可記載 設置許可との整合性説明

（保安に関する職務）

第５条 廃止措置に関する職務については，以下に定める保安に関する職務のほか，会社

規程である組織管理規程に従って行う。

２ ［略］

３ ［略］

４ 保安に関する職務のうち，発電所組織の職務は次のとおり。

(1) 発電所長（以下「所長」という。）は，保安に関する業務を統括する。

(2) ～(8) ［略］

(9) 総務部長は，資材調達課長の所管する業務を統括する。

(10) 資材調達課長は，廃止措置に係る調達に関する業務を行う。

［以下，略］

(2) 管理者は，(1)の責任及び権限の範囲において，原子力
の安全のためのリーダーシップを発揮し，次に掲げる事項を
確実に実施する。

a. 品質目標を設定し，その目標の達成状況を確認するた
め，業務の実施状況を監視測定する。

b. 要員が，原子力の安全に対する意識を向上し，かつ，
原子力の安全への取組を積極的に行えるようにする。

c. 原子力の安全に係る意思決定の理由及びその内容を，
関係する要員に確実に伝達する。

d. 常に問いかける姿勢及び学習する姿勢を要員に定着さ
せるとともに，要員が，積極的に原子炉施設の保安に関
する問題の報告を行えるようにする。

e. 要員が，積極的に業務の改善に対する貢献を行えるよう
にする。

(3) 管理者は，管理監督する業務に関する自己評価を，あら
かじめ定められた間隔で行う。

5.5.4 組織の内部の情報の伝達
社長は，保安に関する組織の内部の情報が適切に伝達される
仕組みが確立されているようにするとともに，品質マネジメントシス
テムの実効性に関する情報が確実に伝達されるようにする。

(次頁続く)

（１）保安規定変更に対する設置許可整合性確認
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【第２編】

保安規定条文（変更後） 設置許可記載 設置許可との整合性説明

［添付書類］
添付書類五
－（記載なし。※１）

※１：添付書類五において，組織に関する記載はあるが，当該
の設置変更許可時点の記載となっているため，「記載な
し。」としている。

添付書類八
－（記載なし。※２）

※２：添付書類八において，保安管理体制に関する記載はある

が，当該の設置変更許可時点の記載となっているため，

「記載なし。」としている。

・添付書類五に記載はなく，保安規定条文

（変更後）の第４条（保安に関する組

織）及び第５条（保安に関する職務）の

記載は，添付書類五と齟齬はない。

・添付書類八に記載はなく，保安規定条文

（変更後）の第４条（保安に関する組

織）の記載は，添付書類八と齟齬はない。

（１）保安規定変更に対する設置許可整合性確認
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【第２編】

保安規定条文（変更後） 設置許可記載 設置許可との整合性説明

（放射線計測器類の管理）

第５５条 放射線管理課長，廃棄物管理課長，電気保修課長及び廃止措置工事課長

は，表５５に定める放射線計測器類について，同表に定める数量を確保する。また，定

期的に点検を実施し機能維持を図る。ただし，故障等により使用不能となった場合は，

修理又は代替品を補充する。

表５５ 放射線計測器類の管理

※１：３号炉，４号炉及び５号炉の放射線計測器類と共用で確保する数量

※２：管理区域外測定用の１台を含む。

※３：廃棄物減容処理装置建屋（第１建屋），廃棄物減容処理装置建屋

（第２建屋）及びキャスク置場建屋のエリア放射線モニタ

［本文］
五 原子炉及びその付属施設の位置，構造及び設備
設置許可本文五号に被ばく管理用計測器に係る記載なし。

九 発電用原子炉施設における放射線の管理に関する事項
イ 核燃料物質及び核燃料物質によって汚染された物による放射線
被ばくの管理の方法
(5)個人被ばく管理
放射線業務従事者の被ばく線量管理は，被ばく線量が法令の
定める線量限度を超えないよう，測定評価するとともに，各人の被
ばく線量を妥当な範囲に低く保ち，かつ無用の被ばくが避けられる
よう放射線防護対策に細心の注意を払うこととする。
なお，放射線業務従事者以外の者で管理区域に一時的に立ち
入る者については，外部被ばくによる線量当量の測定等により管理
を行う。

(次頁続く)

・本文五号において，被ばく管理用計測器に
係る記載はなく，設置許可と保安規定記載
に齟齬はない。

・本文九号((5)個人被ばく管理)において，
個人被ばく管理として線量を測定評価する旨
記載されており，保安規定に基づき引き続き
線量評価は実施していくことから整合してい
る。

（１）保安規定変更に対する設置許可整合性確認
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【第２編】

保安規定条文（変更後） 設置許可記載 設置許可との整合性説明

［添付書類］
添付書類八
11. 放射線管理施設
11.3 放射線計測器
11.3.4 個人被ばく測定器
個人の被ばく管理を行なうため，個人被ばく測定器を備える。

添付書類九
7. 発電所内外の放射線監視
7.5 放射線計測器の保守
発電所内外の放射線監視に用いる放射線計測器類は，定期
点検および校正を行ない，また軽微な故障の修理を行なう設備を
所内に準備する。

8. 従業員被ばく管理
8.2 被ばく線量の測定評価
(2)従業員については，個人被ばく測定器を着用させ，外部被ば
く線量の積算値を定期的に測定評価する。

(3)特殊な作業に従事する者に対しては，その作業に応じて適切
な測定器，たとえば，熱中性子用ポケット線量計などを着用させ，
そのつど被ばく線量の測定評価を行なう。

・添付書類八において，「個人の被ばく管理を
行うため，個人被ばく測定器を備える。」ことが
記載されており，事業者で定期的な点検等を
行い，必要な数量を確保する場合は保安規
定（第55条）に記載する。今後は保安規定
第3条（品質マネジメントシステム計画）に紐
づく社内規定に詳細な管理の方法を規定し，
管理をしていくことから整合している。

・添付書類九において，「発電所内外の放射
線監視に用いる放射線計測器類は，定期点
検および校正を行ない，また軽微な故障の修
理を行なう設備を所内に準備する。」ことおよび
「従業員については，個人被ばく測定器を着
用させ，外部被ばく線量の積算値を定期的に
測定評価する。」ことが記載されており，事業
者で定期的な点検等を行い，必要な数量を
確保する場合は保安規定（第55条）に記
載する。今後は保安規定第3条（品質マネジ
メントシステム計画）に紐づく社内規定に詳細
な管理の方法を規定し，管理をしていくことか
ら整合している

（１）保安規定変更に対する設置許可整合性確認



（２）保安規定変更に対する保安規定審査基準との整合性確認
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実用炉規則第９２条第１項及び保安規定審査基準（運転） 保安規定第１編 変更有無

実用炉規則第92条第1項第3号

【発電用原子炉施設の運転及び管理を行う者の職務及び組

織】

１．本店等における発電用原子炉施設に係る保安のため
に講ずべき措置に必要な組織及び各職位の職務内容が
定められていること。

第4条 保安に関する組織 －

第5条 保安に関する職務 －

２．工場又は事業所における発電用原子炉施設に係る
保安のために講ずべき措置に必要な組織及び各職位の
職務内容が定められていること。

第4条 保安に関する組織 有

第5条 保安に関する職務 有

実用炉規則第92条第1項第11号

【線量，線量当量，汚染の除去等】

１．放射線業務従事者が受ける線量について，線量限
度を超えないための措置（個人線量計の管理の方法を
含む。）が定められていること。

第100条 放射線計測器類の管理 有

実用炉規則第92条第1項第12号

【放射線測定器の管理及び放射線の測定の方法】

１．放射線測定器（放出管理用計測器及び放射線計
測器を含む。以下同じ。）の種類，所管箇所，数量及
び機能の維持の方法並びにその使用方法（測定及び評
価の方法を含む。）が定められていること。

第100条 放射線計測器類の管理 有

保安規定第１編については、実用炉規則第92条第1項及び「実用発電用原子炉及びその附属施設における発電用原子炉施設保安規定の審査基
準（平成25年6月19日制定，令和元年12月25日最終改正／令和2年4月1日施行）」（以下，「保安規定審査基準（運転）」という。），
保安規定第２編については、実用炉規則第92条第3項及び「廃止措置段階の発電用原子炉施設における保安規定の審査基準（平成25年11月
27日制定，令和元年12月25日最終改正／令和2年4月1日施行）」（以下，「保安規定審査基準（廃止措置）」という。）
との整合性を以下に示す。

実用炉規則第９２条第３項及び保安規定審査基準（廃止措置） 保安規定第２編 変更有無

(4)廃止措置を行う者の職務及び組織
【実用炉規則第92条第3項第4号】

１）本店（本部）及び工場又は事業所における廃止措
置段階の発電用原子炉施設に係る保安のために講ずべ
き措置に必要な組織及び各職位の職務内容が定められ
ていること。

第4条 保安に関する組織 有

第5条 保安に関する職務 有

(10)線量、線量当量、汚染の除去等

【実用炉規則第92条第3項第10号】

１）放射線業務従事者が受ける線量について、線量限度
を超えないための措置（個人線量計の管理の方法を含
む。）が定められていること。

第55条 放射線計測器類の管理 有

(11)放射線測定器の管理及び放射線の測定の方法

【実用炉規則第92条第3項第11号】

１）放射線測定器（放出管理用計測器及び放射線計
測器を含む。以下同じ。）の種類、所管箇所、数量及び
機能の維持の方法並びにその使用方法（測定及び評
価の方法を含む。）が定められていること。

第55条 放射線計測器類の管理 有
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【第１編】

関連する実用炉規則 保安規定審査基準（運転）
保安規定第１編

記載すべき内容 記載の考え方
三 発電用原子炉施設の運転及
び管理を行う者の職務及び組織
に関すること（次号に掲げるもの
を除く。）。

実用炉規則第９２条第１項第３号
発電用原子炉施設の運転及び管理を行う者の
職務及び組織

－ －

２．工場又は事業所における発電用原子炉施
設に係る保安のために講ずべき措置に必要な
組織及び各職位の職務内容が定められている
こと。

（保安に関する組織）
第４条 発電所の保安に関する組織は，図４のとおりとする。
［中略］

図４(2) 保安に関する組織（浜岡原子力総合事務所及び発電所）

・浜岡原子力発電所の組織改定に伴い，
「経理課」の名称を「資材調達課」に変更
する。

上記のとおり，浜岡原子力発電所の組
織改定に伴い，発電所の保安に関する組
織の部署名を一部変更するものであり，既
認可同様，浜岡原子力発電所の発電用
原子炉施設に係る保安のために講ずべき
措置に必要な組織を定めている。

（２）保安規定変更に対する保安規定審査基準との整合性確認
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【第１編】

関連する実用炉規則 保安規定審査基準（運転）
保安規定第１編

記載すべき内容 記載の考え方
三 発電用原子炉施設の運転及
び管理を行う者の職務及び組織
に関すること（次号に掲げるもの
を除く。）。

２．工場又は事業所における発電用原子炉施
設に係る保安のために講ずべき措置に必要な
組織及び各職位の職務内容が定められている
こと。

（保安に関する職務）
第５条 職務については，以下に定める保安に関する職務のほか，会社規程である組

織管理規程に従って行う。
２ ［略］

３ ［略］

４ 保安に関する職務のうち，発電所組織の職務は次のとおり。

(1) 発電所長（以下「所長」という。）は，保安に関する業務を統括する。

(2)～(5) ［略］

(6) 総務部長は，資材調達課長の所管する業務を統括する。

(7) 資材調達課長は，調達に関する業務を行う。

［以下，略］

・浜岡原子力発電所の組織改定に伴い，
「経理課」の名称を「資材調達課」に変更
する。

上記のとおり，浜岡原子力発電所の組
織改定に伴い，発電所の保安に関する
組織の部署名を一部変更するものであり，
職務の変更はない。既認可同様，浜岡
原子力発電所の発電用原子炉施設に係
る保安のために講ずべき措置に必要な各
職位の職務内容を定めている。

（２）保安規定変更に対する保安規定審査基準との整合性確認
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【第１編】

関連する実用炉規則 保安規定審査基準（運転）
保安規定第１編

記載すべき内容 記載の考え方
十一 線量、線量当量、放射性物
質の濃度及び放射性物質によっ
て汚染された物の表面の放射性
物質の密度の監視並びに汚染
の除去に関すること。

実用炉規則第９２条第１項第１１号
線量，線量当量，汚染の除去等

－ －

１．放射線業務従事者が受ける線量について，
線量限度を超えないための措置（個人線量
計の管理の方法を含む。）が定められているこ
と。

（放射線計測器類の管理）

第１００条 放射線管理課長，廃棄物管理課長及び電気保修課長は，表１００

に定める放射線計測器類について，同表に定める数量を確保する。また，定期的

に点検を実施し機能維持を図る。ただし，故障等により使用不能となった場合は，

修理又は代替品を補充する。

表１００ 放射線計測器類の管理

※１：１号炉及び２号炉の放射線計測器類と共用で確保する数量

※２：管理区域外測定用の５台を含む。

※３：廃棄物減容処理装置建屋（第１建屋），廃棄物減容処理装置建屋

（第２建屋）及びキャスク置場建屋のエリア放射線モニタ計１９台を含む。

・放射性同位元素等の規制に関する法
律施行規則の一部改正に伴い，被ばく
管理用計測器の種類を電子式線量計か
らガラスバッジに変更する。

上記のとおり，外部被ばくによる線量を測
定する個人線量計を，「電子式線量計」
から「ガラスバッジ」に変更する。
当社はJAB認定を受けた測定サービス事
業者が提供する「ガラスバッジ」を調達し，
JAB認定を受けた測定サービス事業者が
測定，点検及び校正を実施する。調達
管理等，当社の管理として必要な事項
を，第３条に紐づく社内規定に規定する
ことから，既認可同様，線量限度を超え
ないための措置（個人線量計の管理の
方法を含む。）を定めている。

（２）保安規定変更に対する保安規定審査基準との整合性確認
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【第１編】

関連する実用炉規則 保安規定審査基準（運転）
保安規定第１編

記載すべき内容 記載の考え方
十二 放射線測定器の管理及び
放射線の測定の方法に関するこ
と。

実用炉規則第９２条第１項第１２号
放射線測定器の管理及び放射線の測定の
方法

－ －

１．放射線測定器（放出管理用計測器及び
放射線計測器を含む。以下同じ。）の種類，
所管箇所，数量及び機能の維持の方法並び
にその使用方法（測定及び評価の方法を含
む。）が定められていること。

（放射線計測器類の管理）

第１００条 放射線管理課長，廃棄物管理課長及び電気保修課長は，表１００

に定める放射線計測器類について，同表に定める数量を確保する。また，定期的

に点検を実施し機能維持を図る。ただし，故障等により使用不能となった場合は，

修理又は代替品を補充する。

表１００ 放射線計測器類の管理

※１：１号炉及び２号炉の放射線計測器類と共用で確保する数量

※２：管理区域外測定用の５台を含む。

※３：廃棄物減容処理装置建屋（第１建屋），廃棄物減容処理装置建屋

（第２建屋）及びキャスク置場建屋のエリア放射線モニタ計１９台を含む。

・放射性同位元素等の規制に関する法
律施行規則の一部改正に伴い，被ばく
管理用計測器の種類を電子式線量計か
らガラスバッジに変更する。

上記のとおり，外部被ばくによる線量を測
定する個人線量計を，「電子式線量計」
から「ガラスバッジ」に変更する。
当社はJAB認定を受けた測定サービス事
業者が測定，点検及び校正を実施する
「ガラスバッジ」を調達し，それにより外部
被ばく線量を測定する。事業者が定期的
な点検等を行い，必要な数量を確保す
るものについては引き続き記載されることか
ら，既認可同様，放射線測定器の種
類，所管箇所，数量及び機能の維持
の方法並びにその使用方法を定めている。

（２）保安規定変更に対する保安規定審査基準との整合性確認
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【第２編】

関連する実用炉規則 保安規定審査基準（廃止措置）
保安規定第２編

記載すべき内容 記載の考え方
四 廃止措置を行う者の職務及び
組織に関すること。

（４） 廃止措置を行う者の職務及び組織
【実用炉規則第９２条第３項第４号】

－ －

１）本店（本部）及び工場又は事業所におけ
る廃止措置段階の発電用原子炉施設に係る
保安のために講ずべき措置に必要な組織及び
各職位の職務内容が定められていること。

（保安に関する組織）
第４条 発電所の保安に関する組織は，図４のとおりとする。
［中略］

図４(2) 保安に関する組織（浜岡原子力総合事務所及び発電所）

・浜岡原子力発電所の組織改定に伴い，
「経理課」の名称を「資材調達課」に変更
する。

上記のとおり，浜岡原子力発電所の組
織改定に伴い，発電所の保安に関する組
織の部署名を一部変更するものであり，既
認可同様，浜岡原子力発電所の廃止措
置段階の発電用原子炉施設に係る保安
のために講ずべき措置に必要な組織を定め
ている。

（２）保安規定変更に対する保安規定審査基準との整合性確認
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【第２編】

関連する実用炉規則 保安規定審査基準（廃止措置）
保安規定第２編

記載すべき内容 記載の考え方
四 廃止措置を行う者の職務及び
組織に関すること。

１）本店（本部）及び工場又は事業所におけ
る廃止措置段階の発電用原子炉施設に係る
保安のために講ずべき措置に必要な組織及び
各職位の職務内容が定められていること。

（保安に関する職務）
第５条 廃止措置に関する職務については，以下に定める保安に関する職務のほか，

会社規程である組織管理規程に従って行う。
２ ［略］

３ ［略］

４ 保安に関する職務のうち，発電所組織の職務は次のとおり。

(1) 発電所長（以下「所長」という。）は，保安に関する業務を統括する。

(2)～(8) ［略］

(9) 総務部長は，資材調達課長の所管する業務を統括する。

(10) 資材調達課長は，廃止措置に係る調達に関する業務を行う。

［以下，略］

・浜岡原子力発電所の組織改定に伴い，
「経理課」の名称を「資材調達課」に変更
する。

上記のとおり，浜岡原子力発電所の組
織改定に伴い，発電所の保安に関する
組織の部署名を一部変更するものであり，
職務の変更はない。既認可同様，浜岡
原子力発電所の廃止措置段階の発電用
原子炉施設に係る保安のために講ずべき
措置に必要な各職位の職務内容を定めて
いる。

（２）保安規定変更に対する保安規定審査基準との整合性確認
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【第２編】

関連する実用炉規則 保安規定審査基準（廃止措置）
保安規定第２編

記載すべき内容 記載の考え方
十 線量、線量当量、放射性物質
の濃度及び放射性物質によって
汚染された物の表面の放射性物
質の密度の監視並びに汚染の
除去に関すること。

（１０） 線量、線量当量、汚染の除去等
【実用炉規則第９２条第３項第１０号】

－ －

１）放射線業務従事者が受ける線量について、
線量限度を超えないための措置（個人線量
計の管理の方法を含む。）が定められているこ
と。

（放射線計測器類の管理）

第５５条 放射線管理課長，廃棄物管理課長，電気保修課長及び廃止措置工事

課長は，表５５に定める放射線計測器類について，同表に定める数量を確保する。

また，定期的に点検を実施し機能維持を図る。ただし，故障等により使用不能と

なった場合は，修理又は代替品を補充する。

表５５ 放射線計測器類の管理

※１：３号炉，４号炉及び５号炉の放射線計測器類と共用で確保する数量

※２：管理区域外測定用の１台を含む。

※３：廃棄物減容処理装置建屋（第１建屋），廃棄物減容処理装置建屋

（第２建屋）及びキャスク置場建屋のエリア放射線モニタ

・放射性同位元素等の規制に関する法
律施行規則の一部改正に伴い，被ばく
管理用計測器の種類を電子式線量計か
らガラスバッジに変更する。

上記のとおり，外部被ばくによる線量を測
定する個人線量計を，「電子式線量計」
から「ガラスバッジ」に変更する。
当社はJAB認定を受けた測定サービス事
業者が提供する「ガラスバッジ」を調達し，
JAB認定を受けた測定サービス事業者が
測定，点検及び校正を実施する。調達
管理等，当社の管理として必要な事項
を，第３条に紐づく社内規定に規定する
ことから，既認可同様，線量限度を超え
ないための措置（個人線量計の管理の
方法を含む。）を定めている。

（２）保安規定変更に対する保安規定審査基準との整合性確認
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【第２編】

関連する実用炉規則 保安規定審査基準（廃止措置）
保安規定第２編

記載すべき内容 記載の考え方
十一 放射線測定器の管理及び
放射線の測定の方法に関するこ
と。

（１１） 放射線測定器の管理及び放射線の
測定の方法

【実用炉規則第９２条第３項第１１号】

－ －

１）放射線測定器（放出管理用計測器及び
放射線計測器を含む。以下同じ。）の種類、
所管箇所、数量及び機能の維持の方法並び
にその使用方法（測定及び評価の方法を含
む。）が定められていること。

（放射線計測器類の管理）

第５５条 放射線管理課長，廃棄物管理課長，電気保修課長及び廃止措置工事

課長は，表５５に定める放射線計測器類について，同表に定める数量を確保する。

また，定期的に点検を実施し機能維持を図る。ただし，故障等により使用不能と

なった場合は，修理又は代替品を補充する。

表５５ 放射線計測器類の管理

※１：３号炉，４号炉及び５号炉の放射線計測器類と共用で確保する数量

※２：管理区域外測定用の１台を含む。

※３：廃棄物減容処理装置建屋（第１建屋），廃棄物減容処理装置建屋

（第２建屋）及びキャスク置場建屋のエリア放射線モニタ

・放射性同位元素等の規制に関する法
律施行規則の一部改正に伴い，被ばく
管理用計測器の種類を電子式線量計か
らガラスバッジに変更する。

上記のとおり，外部被ばくによる線量を測
定する個人線量計を，「電子式線量計」
から「ガラスバッジ」に変更する。
当社はJAB認定を受けた測定サービス事
業者が測定，点検及び校正を実施する
「ガラスバッジ」を調達し，それにより外部
被ばく線量を測定する。事業者が定期的
な点検等を行い，必要な数量を確保す
るものについては引き続き記載されることか
ら，既認可同様，放射線測定器の種
類，所管箇所，数量及び機能の維持
の方法並びにその使用方法を定めている。

（２）保安規定変更に対する保安規定審査基準との整合性確認
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